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〔研究論文〕 
 

団地住まいに対する愛着の形成 
―堺市金岡団地の住民運動を事例に― 

市道寛也（大阪市立大学大学院文学研究科・院生） 
 

 

〔キーワード〕集合住宅団地／日本住宅公団／住民運動／愛着／金岡団地 
 

   1950 年代後半以降、全国各地で集合住宅団地が建設された。この建設を牽引した日本住宅公団の団地は、
「スターハウス」などの画期的な建築や、自然環境を考慮した住環境により、人々にとって憧れの住まいと
なった。しかし、現代では少子高齢化などに伴い、集合住宅において自治会活動に関わる住民が減少してい
ることが問題となっている。本稿では、日本住宅公団の集合住宅団地のうち、1956 年に全国で初めて入居が
始まった大阪府堺市の金岡団地を研究対象とし、入居直後に行われた住民運動を基に、住民が賃貸の集合住
宅団地に対する愛着を生み出した要因を検討した。金岡団地の住民は入居初期に生じた固定資産税の課税問
題を契機に自治会を結成し、住民運動を通じて自治会活動の基盤を構築した。さらに、金岡団地の住民運動
は、他の団地と共闘するという方法や、各団地自治会の上部組織の設立へと発展し、高度経済成長期におけ
る公団住宅の住民運動のスタイルの確立に大きな影響を及ぼした。その後、住民運動を通じて結束した金岡
団地の住民は、団地内に地蔵尊を設置するなど、団地住まいへの愛着を生み出す基盤を作り上げた。 

 

 

1．はじめに 
1）既往研究の整理と研究の目的 
鰺坂ほか（2019）が指摘しているように、現代の
日本社会では少子高齢化や新しく転入する住民の自
治会・町内会活動への関心の低さなどに伴い、集合住
宅において自治会活動に関わる住民が減少している
ことが問題となっている。特に、戦後に建設された郊
外の集合住宅団地、いわゆる団地では、入居者の少子
高齢化と若年層の自治会への未加入が顕著に見られ、
防犯や住環境の維持管理などを担う自治会が機能し
なくなるという可能性が指摘されている（金子 
2017; 長瀬・縮小都市研究会 2020）。 
日本では、1950年代における住宅金融公庫の発足
や公営住宅法の施行、日本住宅公団（現・UR都市機
構、以下、公団とする）の設立、住宅協会およびその
後身である住宅供給公社（以下、住宅協会も含めて公
社とする）の設立により、住宅供給体制が確立した
（水内ほか 2008: 280）。この体制の下で、公的セク

ターの集合住宅（公営住宅、公団住宅、公社住宅）や
賃貸マンションなどの賃貸住宅での居住を経て、分
譲マンションや一戸建ての持ち家を取得するという
住まいの移動が見られた（金子 2017: 157-161; 中
澤 2019: 173-174）。このようなライフコースに合わ
せた居住地移動は「住宅双六」と呼ばれた（『朝日新
聞』1973年1月3日付）。 
住宅双六を可能にしたものとして、全国各地で行
われた郊外住宅団地開発が挙げられる。1950年代以
降、地方公共団体や公団、公社などの手により、郊外
に団地が次々と開発された。例えば関西圏において
は、1953年における大阪市営古市中団地（大阪市城
東区）の建設が、第二次世界大戦後で初めての本格的
な計画的団地の開発となった（水内ほか 2008: 281）。
Perry (1929＝1975) の近隣住区論を基に設計され
た古市中団地の建設は、これ以降に様々な建設主体
によって行われた団地開発のモデルとなった。1955
年から始まる昭和30年代において、日本の郊外住宅
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団地開発を牽引したのは公団である（図1）。公団住
宅は、星の形をした「スターハウス」（図2）や「ダ
イニングキッチン」のような先端的な建築、植栽環境
や自然環境を考慮した住環境設計を導入した（小木
曽 1998; 水内ほか2008: 281; 根本ほか 2009; 原 
2012: 22-23）。このような画期的な住環境を有する
団地は、1950年代から1960年代の新聞で快適な住
環境であると謳われ、当時の憧れの住まいとして
人々に認識された 1）。団地は入居希望者が殺到するほ
どの人気となり、その様子は1958年に竣工した晴海
高層アパート（晴海団地、東京都中央区）の入居者抽
選会の写真からもうかがえる（図3）。公団住宅のう
ち全国で初めて入居が始まったのは、1956年4月の
金岡団地（大阪府堺市、現・サンヴァリエ金岡）2）で
ある（図1）。これを皮切りに、中宮団地（大阪府枚
方市）や多摩平団地（東京都日野市）、香里団地（大
阪府枚方市）、ひばりが丘団地（東京都西東京市、東
久留米市）、向ヶ丘団地（大阪府堺市）などの公団住
宅が次々と郊外に完成した。 
1960年代から1970年代にかけては、都市部の人
口増加に伴い、戸建て住宅と、公団や公営、公社など

図1 昭和30 年代（1955〜1964 年）に⼤阪府で建設された主な団地と⼊居開始年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

注 ：1950年代前半に建設された古市中団地と府営金岡団地は、昭和30年代の団地開発に影響を及ぼしているため、 
図に示した。古市中団地は建設開始年を記している。 

資料：大阪府建築部住宅管理課（1972）、金子（2017: 50-51）、堺市都市開発局計画部（1971: 301）、日本住宅公団 
20年史刊行委員会（1975: 345-389）、原（2012: 286-287）、水内ほか（2008: 277, 281）を基に作成。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                           筆者作成 

 
図2 ⾦岡団地の「スターハウス」  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注：撮影日不明、1950年代後半と思われる。 
出典：UR都市機構提供。 
 

図3 ⼊居希望者で殺到する晴海⾼層アパートの抽選会  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注：撮影日不明、1950年代後半と思われる。 
出典：UR都市機構提供。 
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が建設した集合住宅団地が集積した大規模ニュータ
ウンが各地で開発された。大規模ニュータウンの例
として、千里ニュータウン（大阪府豊中市、吹田市）、
泉北ニュータウン（大阪府堺市、和泉市）、多摩ニュ
ータウン（東京都多摩市など）が挙げられる。 
以上のように各地で住宅団地開発が進行する一方
で、高度経済成長期を中心に住宅や道路などの社会
資本の整備が遅れ、郊外住宅団地では通勤通学難や
保育所不足などの「初期不良」問題 3）が発生した（住
宅金融公庫 20 年史編さん委員会 1970: 204; 金子 
2017: 137）。「初期不良」問題を克服するための住民
運動は、公営住宅、公団住宅、公社住宅といった様々
な種類の団地で行われた。梅田（1972）、原（2012）、
和田（2015）、金子（2017）、市道（2020）のように、
団地の入居初期における住民運動について取り上げ
た先行研究では、1950年代から1970年代までに建
設された団地を対象に、入居初期にどのような問題
が発生し、どのような形で住民運動が行われてきた
かということや、自治会をはじめとする住民組織の
活動の継続につながった要因は、入居初期の住民運
動が住民の交流を促したからではないかということ
が議論されてきた。 
梅田（1972）は多摩平団地を対象に、道路の未整
備や下水道料金の高さなど、1958年の入居直後に生
じた日常生活上の問題を解決するために自治会を中
心とする住民運動が実施され、住民運動を通じて自
治会活動の活発化と住民の団結が実現したプロセス
を明らかにしている。また、1963年以降の公団住宅
の住民による家賃値上げ反対運動以降、各団地の自
治会が共闘し、公団住宅の各自治会の上部組織の結
成を経て住民運動を展開したことや、1960年代にお
ける米軍基地の反対運動のように、団地住民だけの
問題に留まらない社会問題に関する住民運動へ発展
した経緯を整理し、これらの原点が入居直後に生じ
た生活上の問題に対する住民運動であると指摘して
いる（梅田 1972）。原（2012）は多摩平団地やひば
りが丘団地、香里団地など、首都圏と関西圏に立地す
る公団住宅を対象とし、自治会をはじめとする住民
組織を中心に、保育所の設置や鉄道運賃の値上げの
反対のような生活環境の改善を求める住民運動が展
開された経緯を明らかにしている。さらに、長く住み

続ける住民が多かったことにより、自治会の活動や
住民運動が持続的に行われたという指摘（原 2012: 
267）や、各団地で見られた自治会活動は、地方自治
の意識を目覚めさせるものであり、団地再生の取り
組みにつながり得るという指摘（原 2012: 126）が
ある。和田（2015）は、1960年代における香里団地
の住民による幼稚園の設置を求める住民運動は、住
民の手でまちづくりを行うという住民自治を促すと
同時に、住民が顔を合わせるきっかけとなり、サーク
ル活動などの文化活動につながったと明らかにして
いる。金子（2017）は、「初期不良」問題が頻発した
多摩ニュータウンでは、入居初期における住環境の
改善を求める住民運動が、公害反対運動や文化活動
と結びつきながら発展したと指摘している。 
公団住宅の住民運動に着目する研究が多い中、市
道（2020）は泉北ニュータウンの府営住宅の住民に
着目し、公営住宅の住民運動も公団住宅のそれと同
様に「初期不良」問題の解決を実現し、自治会の主導
による住民運動を通じて強まった住民の団結が、住
民の親睦を深める地域行事の開催につながったとい
うことを明らかにしている 4）。さらに市道（2020）で
は、入居開始直後である1960年代後半に「初期不良」
問題の改善に取り組んだ住民が、2018年まで同じ住
宅に居住し続けていることが確認できる。 
以上の先行研究では、団地の入居初期においては、
あらゆる住民に共通する生活上の問題を住民運動で
解決することによって住民に一体感が生まれ、自治
会の活動が活発化したことを明らかにしている。さ
らに、入居初期の生活上の問題を解決するための住
民運動が、住民の交流や団地内の文化活動が促進さ
れる基盤になったことや、団地の入居初期に発生し
た問題に対する住民運動だけではなく、公害や米軍
基地の反対運動といった様々な種類の社会運動に関
わる団地住民も見られるようになったということが
指摘されてきた。したがって、住宅双六で一時的な住
まいとして位置づけられる団地において、入居初期
における生活環境の改善を求める住民運動が、団地
住まいへの愛着を生み出す起点になったのではない
かと予想される。 
また、これまでの研究では、主に公団住宅である香
里団地や多摩平団地が研究対象地に取り上げられて
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いる。しかし、全国初の公団住宅である金岡団地を対
象地とすることにより、郊外の団地で入居初期に生
じた問題を克服するための住民運動が活発に行われ
るようになった原点を探ることができると思われる。
日本住宅公団大阪支所D.C研究会（1966: 60）によ
れば、集合住宅団地の自治会は1957年に金岡団地で
作られたのを皮切りに各地で結成され、団地数の増
加とともに生活上の問題が多発し、活動も活発化し
たとされる。全国公団住宅自治会協議会（1994: 34）
においても、金岡団地を中心とした住民運動が新聞
紙上に大きく取り上げられたことを契機に、全国の
各団地で自治会の結成が加速されたと紹介されてい
る。また、金岡団地は賃貸住宅であるため、住民の入

れ替わりにより、住民運動を経験した住民が減少し
続けてきた。一方で、入居初期の住民の手によって作
られた地蔵尊の保存活動が現代まで継続して行われ
ている（図4）。住宅双六では、賃貸の集合住宅団地
は中間地点となっているが、なぜ賃貸の団地に対し
て住民が愛着を抱いたのであろうか。 
以上を踏まえ、本稿では全国初の公団住宅である
金岡団地において、入居初期に生じた生活上の問題
の改善を目指して行われた住民運動に着目し、団地
住まいに対する愛着がどのように生まれたかを明ら
かにする。 
 
2）研究対象地の概要 
本稿の研究対象地は金岡団地である（図 5）。図 6
のように、金岡団地は30棟900戸で構成され、全戸
が賃貸であった（日本住宅公団 20 年史刊行委員会 
1975: 364; 東三国丘校区まちづくり協議会 2012: 
9）。公団は1955年に発足し、間もなく金岡団地と東
長居団地（大阪市住吉区）の建設に着手した（『朝日
新聞』1956年3月13日付）。1948年9月1日と
1956年3月15日に米軍が撮影した空中写真より、
金岡団地は米軍の金岡キャンプの西側、府営金岡団
地の南側に広がる農地、空き地、池の埋め立て地に建
設されたことが分かる（図7）。大阪市の郊外に立地
する堺市の未開発地に、大規模な集合住宅団地が建
設されたのであった。金岡団地は1956 年 3 月に入
居の申し込みが受け付けられ、1956年4月1日に公
団住宅で初めて入居が開始された（日本住宅公団20
年史刊行委員会 1975: 364; 『朝日新聞』1956年3
月13日付）。1956年4月に入居したのは675戸で
あった（全国公団住宅自治会協議会 1994: 34）。建
設当時は「スターハウス」という画期的な建築が注目
を浴び、人々が団地住まいに対して憧れを持つこと
につながった（図 2、図 6）。金岡団地の「スターハ
ウス」は当時の新聞で「星型アパート」と報道され、
入居定員に対して約 3 倍の応募があった（東三国丘
校区まちづくり協議会 2012: 9; 『朝日新聞』1956
年3月13日付）。 
金岡団地では1997年2月から2004年8月にか
けて全ての棟の建て替えが完了し、棟数と戸数は11
棟694戸に減少している（都市再生機構 2019: 65）。

図4 ⾦岡団地の地蔵尊 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注：2020年11月16日筆者撮影。 
 
 

図5 ⾦岡団地の全景 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注：撮影日不明、1950 年代後半と思われる。南東より北西方向
に撮影。 

出典：UR都市機構提供。 
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また、建て替えに伴い、名称がサンヴァリエ金岡に変
更されている。「スターハウス」は現存しないが、敷
地内に「スターハウス」の間取りを再現したモニュメ
ントが設置されており、全国初の公団住宅に居住し
ているという誇りを有する住民も見られる（図8）。 
以下、2章では、団地住まいに対する愛着の形成に
ついて仮説を提示し、研究資料と研究方法を示す。3
章では、金岡団地の入居初期において住民運動が展
開された経緯とその後の自治会活動を明らかにし、
住民が結束した要因と住民が団地住まいに愛着を持
つようになった要因をあぶり出す。最後に 4 章にお
いて、今後の研究課題を提示する。 
 
2．団地住まいに対する愛着形成の仮説と研究方法 
 人々の場所に対する愛着に着目した地理学の場
所論では、 Relph (1976 ＝ 1999) と Tuan 
(1977=1993) によって、居住地は他の居住地と同
じような場所として捉えられるような抽象的なも
のではなく、個々人が愛着を抱き、主観的な意味を
有する場所であると主張されてきた。このように主
張される理由は、場所は単に位置や外見によって記
述できるような実体として経験されるものではな
く、場所をとりまく背景、景観、儀式、個人的体験
などが関わった状況で、愛着や親近感を伴って経験
されるからである（Relph 1976＝1999: 81, 101）。

図6 ⾦岡団地周辺の地図（1961 年） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

出典：大阪府知事室企画課（1962）に加筆。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                           筆者

作成 

図7 1948 年（上）と1956 年（下）における 
⾦岡団地周辺の空中写真 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
出典：国土地理院（2022）の空中写真（1948年9月1日

米軍撮影、1956年3月15日米軍撮影）に加筆。 
 
 
 
図8 「スターハウス」の間取りを再現したモニュメント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注：2020年11月16日筆者撮影。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 






















